
 

 

 

 

 

『問い続けること』 
 

ＡＩがますます進化し、大人も子どももじっくり考えることをしなくなってきました。子どもたちは「答え

はなに？」「答えを教えて」とすぐに答えを聞こうとします。 

 でも、世の中は１＋１＝２のように、はっきりと答えが出ることばかりではないので、安易に答えを探す

のではなく、自ら問いを立て、「どう考えるのか」「何を大切にするのか」「どう生きたいのか」など、多様

な背景を考慮しながら、自分なりの正解を見つけ出すことはとても大切です。 

 詩人の谷川俊太郎さんは、母校の高校の卒業生に向けて、「三つのイメージ」（別名「あなたに」）とい

うメッセージ（詩）を贈りました。 

 全文は省略しますが、「三つのイメージ」とは、「火（破壊と創造）」「水（恵みと脅威）」「人間（善と悪）」

です。世の中には様々な矛盾があることを伝え、あえて「矛盾に対する答え」を提示していません。「自

分の目と心で見極め、自らの足で歩んでいって欲しい」という未来の若者に強い願いが込められてい

ます。その結びはこう綴られています。 

「あなたに答えは贈らない  あなたにひとつの問いかけを贈る」 

この詩が贈られたのは今から 58年前の 1968年ですが、今なお新鮮に響きます。 

ここで言う「あなた」はまさしく「わたし」です。 

 

ある小学校の掲示板に、次のような「問い」がありました。 

・信号機の３色のほかに、もう１色を加えるとしたら何色にしますか？またそれはなぜ？ 

・1,000円で人が笑顔になる方法は何だと思いますか？その理由は？ 

 視点の引き出しを増やすきっかけとして、まずは想像する力を膨らませて、そこに論理力（言葉どおり

に考える力）を身につけていくことが、自ら考える力を育むにはとても重要になります。 

 におねっとの出前授業にも、視点の引き出しがたくさん詰まっています。ご活用ください。 

 

☆出前授業新規登録メニュー１☆ 
 ・株式会社 滋賀トヨタ 

分野 
① ３．社会・金融・経済  

② ４．キャリア教育 

タイトル 
① 生活の基盤となる『クルマ』と『社会』について～自動車の魅力発見～ 

② 生活の基盤となる『クルマ』のドクター～自動車整備士の魅力発見～ 

対象 
① 小学校５年生 

② 小学校・中学校・高等学校 

内容等 

① 自動車(実車：環境対策車や Race 使用車等)を用いた体験型学習。楽しく『クルマ』

を学べる授業です。 

小学校５年生の社会科の学習に活かせます。 

② 自動車業界の現状と滋賀県の状況を知り、自動車整備士の仕事と現状について学

びます。また、自動車整備士のやりがいや整備士になるためのノウハウも学べます。 
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☆出前授業新規登録メニュー２☆ 
 ・ HSJ S7 コミュニケーションデザイン 

分野 ４．キャリア教育 

タイトル 前向きな行動を引き出すコミュニケーションを支援します！ 

対象 中学校・高等学校、ＰＴＡ研修会、教職員研修会等 

内容等 

コミュニケーションを学ぶのではなく、「コミュニケーションとはこういうことか」をみんな

で共有してもらう支援内容です。体験ワーク→実践ワーク→ディスカッションのサイクル

で深めていただきます。 

謝金が発生しますが、相談に応じます。 

＊HSJ…Hop Step Jumpの略 

  S7 …Smile,Support,Strength,Step,Skill,Story,ShineのＳ７ 

 
☆7.23「学びのメニューフェア」続々報☆ 
 

７月２３日(木)１３：００より、ピアザ淡海(大津)で開催します。参加申込は前日の２２日まで、下記の方

法で受け付けておりますのでよろしくお願いします。。 

 

１ 「しがネット受付サービス」参加申込みフォーム → 

２ ＦＡＸ(５月２２日通知済) 

３ 電話（077-528-4654） 

 

８６支援者８７ブースが出展予定です。 

出展される分野別の数は以下の通りです。 

分 野 ブースの数 分 野 ブースの数 

１ 防災・安全 １０ ６ 食育 ４ 

２ 科学・理数 ４ ７ スポーツ・健康 １２ 

３ 社会・金融・経済 １３ ８ 福祉・人権・国際理解 ９ 

４ キャリア教育 １２ ９ 文化・伝統・芸術 １０ 

５ 自然・環境 １１ 10 その他 ２ 

大変有効な情報が盛りだくさんです。ぜひ御参加くださいますようお願いします。 

 

☆≪今月の地上の星≫☆ 

 ・「選べなかった方の人生を夢見ることはできない。でも選べなかった人生が、私に微笑みかけてくれ 

  るとき、いつでもその人生に恥じないようにあることはできるかもしれない。」 

  …作家 吉本ばななさん著『下北沢について』に収録。「もしあのとき・・・」という後悔への処方箋、選んだ道を正解にする力として私

たちの心に響く、人生の岐路で思い悩む心に静かに寄り添い、前に進む勇気を与えてくれる名言 

 

 皆様にとって、今日も明日もいい日になりますように！！ 


